
特
集
・
横
浜
の
公
共
交
通
⑤

横
浜
の
新
交
通
シ
ス
テ
ム

中
川
博
之
　
和
田
　
博

一
―
新
交
通
シ
ス
テ
ム
と
は

ニ
―
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
は

三
―
イ
ン
フ
ラ
補
助
制
度

四
―
経
営
主
体

五
―
建
設
運
営
上
の
課
題

六
―
他
都
市
に
お
け
る
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
　
　
の
現
状
分
析

七
―
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
建
設
の
意
図

八
―
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
計
画
の
概
要

九
―
経
営
収
支
の
予
測

一
〇
―
街
づ
く
り
と
の
関
係

一
一
―
横
浜
市
へ
の
新
た
な
導
入

一
―
新
交
通
シ
ス
テ
ム
と
は

　
新
交
通
シ
ス
テ
ム
と
は
、
既
存
の
交
通

手
段
の
持
つ
有
利
性
を
、
運
用
面
や
制
度

面
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
改
革
に
よ
っ
て
、

改
良
発
展
さ
せ
た
シ
ス
テ
ム
、
あ
る
い
は

既
存
の
交
通
手
段
に
な
い
新
し
い
ハ
ー
ド

ウ
ェ
ア
を
つ
く
り
、
新
し
い
特
性
・
機
能

を
付
与
し
た
交
通
シ
ス
テ
ム
を
総
称
し
た

も
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
開
発
さ
れ
て
き
た
新
交
通

シ
ス
テ
ム
は
次
の
よ
う
な
共
通
の
特
性
を

も
っ
て
い
る
。

①
自
動
車
の
も
つ
特
性
に
近
い
機
能
を
も

　
っ
て
い
る
。

②
ハ
ー
ド
面
は
全
体
的
に
小
型
軽
量
で
あ

　
る
。

③
専
用
軌
道
シ
ス
テ
ム
は
、
省
力
化
、
交

　
通
事
故
な
ど
の
対
策
が
十
分
で
あ
る
。

④
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ

　
り
安
全
性
・
効
率
性
・
経
済
性
が
高
め

　
ら
れ
る
。

⑤
新
た
な
る
ハ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

　
よ
り
騒
音
、
排
気
ガ
ス
な
ど
の
交
通
公

　
害
の
回
避
が
可
能
で
あ
る
。

　
新
交
通
シ
ス
テ
ム
は
、
総
合
交
通
体
系

を
構
成
す
る
新
た
な
要
素
で
あ
り
、
そ
の

性
格
上
、
交
通
体
系
の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
と

し
て
の
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
鉄
道
・
自
動
車
な
ど
の
既
存

の
交
通
体
系
と
有
機
的
な
結
合
を
な
す
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
新
交
通
シ
ス
テ
ム
を
分
類
す
る
と
、
表

―
１
の
と
お
り
で
あ
り
、
金
沢
シ
ー
サ
イ

ド
ラ
イ
ン
は
こ
の
う
ち
の
軌
道
輸
送
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
。

二
―
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

　
　
　
　
と
は

　
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
お
よ
び
新
交
通
シ
ス

テ
ム
（
以
下
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
と
い

う
）
は
、
「
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
整
備
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
道
路
交

通
の
補
助
的
交
通
機
関
と
し
て
、
道
路
交

通
の
一
部
を
分
担
し
て
お
り
、
道
路
行
政

の
一
環
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
。

　
従
っ
て
、
新
交
通
の
建
設
の
た
め
に
必

要
と
さ
れ
る
道
路
の
拡
張
は
、
道
路
管
理

者
の
負
担
に
お
い
て
行
わ
れ
る
べ
き
と
し

て
い
る
。

　
新
設
さ
れ
る
軌
道
と
し
て
一
般
的
に
、

立
体
交
差
が
望
ま
し
く
、
高
架
構
造
を
標

準
と
し
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
道
路
の

占
用
物
と
し
て
処
理
さ
れ
る
も
の
で
は
な

く
、
路
線
バ
ス
の
専
用
通
行
帯
、
自
転
車
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専
用
道
路
と
と
も
に
．
道
路
の
一
部
を
構

成
し
、
あ
た
か
も
道
路
交
通
の
混
雑
緩
和

の
た
め
に
、
路
面
電
車
の
軌
道
敷
を
高
架

化
し
た
も
の
に
相
当
す
る
と
理
解
さ
れ
、

道
路
管
理
者
の
負
担
で
整
備
す
る
べ
き
と

さ
れ
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
道
路
管
理
者
が
整
備
す
る
べ

き
部
分
を
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

（
略
し
て
イ
ン
フ
ラ
）
と
称
し
て
い
る
。

　
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー

と
は
支
柱
お
よ
び
桁
等
を
い
い
、
高
架
式

の
も
の
に
あ
っ
て
は
次
の
構
造
部
分
を
指

す
。

①
軌
道
桁
、
床
版
お
よ
び
駅
施
設
を
支
持

す
る
柱
で
基
礎
と
土
台
も
含
む

②
桁
お
よ
び
床
版
（
分
岐
器
も
含
む
）

③
駅
施
設
の
う
ち
、
屋
根
、
壁
、
柱
な
ど

の
構
築
、
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
、
コ
ン
コ
ー

ス
、
連
絡
通
路
等
。
但
し
、
内
装
と
軌
道

経
営
の
た
め
の
施
設
は
含
ま
な
い
。

④
交
通
安
全
施
設
等
（
軌
道
桁
防
護
工
、

支
柱
防
護
工
、
保
守
点
検
用
通
路
等
）

　
な
お
、
掘
割
式
や
ト
ン
ネ
ル
式
等
の
特

殊
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
準
じ
て

い
る
。

　
昭
和
四
十
九
年
度
に
「
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
建
設
の
た
め
の
道
路
整
備
事
業
に
対
す

る
補
助
制
度
」
　
（
以
下
「
イ
ン
フ
ラ
補
助

制
度
」
と
い
う
）
が
創
設
さ
れ
た
。
そ
の

内
容
は
創
設
時
点
で

①
　
モ
ノ
レ
ー
ル
道
整
備
事
業
は
、
都
市

　
モ
ノ
レ
ー
ル
の
下
部
構
造
〔
イ
ン
フ
ラ

　
部
〕
を
道
路
の
一
部
と
し
て
改
築
す
る

　
こ
と
と
し
、
北
海
道
、
沖
縄
等
特
別
な

　
地
域
を
除
き
、
国
の
補
助
ま
た
は
負
担

　
の
割
合
は
三
分
の
二
と
す
る
も
の
と
す

　
る
。

②
　
当
該
補
助
ま
た
は
負
担
の
結
果
、
都

　
市
モ
ノ
レ
ー
ル
の
全
体
事
業
費
に
占
め

　
る
国
費
の
割
合
は
二
五
～
二
六
％
（
標

　
準
二
五
・
二
五
％
）
を
超
え
な
い
よ
う
、

　
補
助
ま
た
は
負
担
の
対
象
と
な
る
イ
ン

　
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
部
分
を
定
め
る

　
も
の
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　

と
な
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
②
に
つ
い
て

は
、

②
　
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
整
備
事
業
等
の
国

　
の
補
助
ま
た
は
負
担
の
基
本
額
は
、
当

　
分
の
間
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
全
体

　
事
業
費
（
イ
ン
フ
ラ
内
外
の
合
計
）
の

　
四
四
・
九
％
以
内
と
す
る
よ
う
取
り
扱

　
う
も
の
と
す
る
。

と
改
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
昭
和
五
十

九
年
度
か
ら
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
事
業

を
必
要
に
応
じ
段
階
的
に
行
う
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
事
業
の
国
の
負
担
ま
た
は

補
助
の
基
本
額
は
、
当
分
の
間
、
そ
の
段

表―2　補助率の算定根拠

階
的
整
備
に
伴
い
必
要
と
な
る
開
業
後
の

投
資
額
を
含
め
た
全
体
事
業
の
四
四
・
九

％
以
内
と
す
る
よ
う
取
扱
う
も
の
と
す
る

と
運
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
四
四
・
九
％
の
根
拠
は
、
現
行
の
地
下

鉄
補
助
制
度
（
地
下
高
速
鉄
道
建
設
費
補

助
）
と
の
整
合
を
図
る
と
い
う
こ
と
で
設

定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
（
表
―
２
）
。
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三
―
イ
ン
フ
ラ
補
助
制
度

＜地下鉄補助制度＞

　補助対象事業費＝前年度事業費Ａ×有償資金率×総係控除率×補助対象率

　　　　　　　=Ａ×0.9×0.95×0.7=0.5985Ａ

　これを、国、地方の負担が1/2ずつであるから、

　　　国庫補助率＝0.5985Ａ×1/2≒0.299Ａ　となる。

　なお、これを毎年度分ごとに、６・５・４・３・３・３・３・３・３・

２、（Σ＝35）の比率で10年で分割補助となる。

　この制度の国費率29.9%と整合を図り、

　　インフラ補助対象事業費＝29.9÷2/3　　　　　　　　　　≒44.9%

となったものである。

＜全事業に対する分担率は以下のとおり＞

　　国費　　44.9×％＝29.9％　　　　　　　　→国29.9%

　地方費44.9X1/3=15.O％

　インフラ外55.1%　　　　　　　　　　　　→地方26%

　　地方出費（出資金）55.1%×20%

＝11%

経営者　　　　　　55.1%×80%

＝44.1%一経営44.1%

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計100%　　　　　　



　
な
お
実
際
の
イ
ン
フ
ラ
率
は
今
ま
で
の

実
績
か
ら
み
る
と
四
五
％
～
五
四
％
と
な

り
、
四
四
・
九
％
と
の
差
は
国
の
補
助
ま

た
は
負
担
の
対
象
外
で
あ
り
、
地
方
単
独

費
で
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、

建
設
省
直
轄
区
間
に
お
い
て
も
、
取
扱
い

は
同
じ
で
あ
る
。
（
現
在
は
国
の
補
助
率

は
三
分
の
二
で
な
く
、
一
〇
分
の
五
・
五

と
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
の
補
助
率
は

約
五
四
・
四
％
に
な
っ
て
い
る
。
）

　　
建
設
省
に
お
け
る
補
助
事
業
の
採
択
基

準
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
道
路
交
通
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
モ

ノ
レ
ー
ル
ま
た
は
ガ
イ
ド
ウ
ェ
ー
シ
ス
テ

ム
（
モ
ノ
レ
ー
ル
等
）
の
イ
ン
フ
ラ
部
分
の

整
備
を
主
な
目
的
と
し
て
行
う
改
築
で
、

次
の
基
準
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の
と
さ

れ
て
い
る
。

①
　
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
経
営
者
が
軌
道
法

　
に
よ
る
特
許
を
受
け
た
も
の
、
ま
た
は

　
受
け
る
こ
と
が
確
実
な
も
の
。

②
　
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
経
営
者
は
、
地
方

　
公
共
団
体
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の

　
で
あ
る
こ
と
。

③
　
モ
ノ
レ
ー
ル
は
「
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

　
の
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ

　
る
モ
ノ
レ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
。

④
　
ガ
イ
ド
ウ
ェ
ー
シ
ス
テ
ム
は
、
一
般

　
交
通
の
用
に
供
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

　
そ
の
路
線
の
大
部
分
が
都
市
計
画
区
域

　
に
存
し
、
そ
の
都
市
計
画
区
域
に
存
す

　
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
都
市
計
画
に
お

　
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

四
―
経
営
主
体

　
経
営
主
体
は
、
道
路
管
理
者
が
建
設
す

る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
部
分
を
独

占
的
に
占
用
し
て
行
わ
れ
る
輸
送
手
段
で

あ
る
の
で
、
事
業
の
適
正
な
遂
行
を
確
保

す
る
た
め
に
も
、
地
方
公
共
団
体
ま
た
は

こ
れ
に
準
ず
る
法
人
が
適
当
で
あ
る
。

　
一
般
的
に
準
ず
る
法
人
と
し
て
第
三
セ

ク
タ
ー
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
も
公
共
団
体
の
出
資
が
五
一
％
以
上
に

な
る
よ
う
に
行
政
指
導
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
い
う
第
三
セ
ク
タ
ー
と
は
、
官

民
共
同
で
行
う
も
の
を
称
し
て
い
る
が
、

現
在
厳
密
な
意
味
で
の
第
三
セ
ク
タ
ー
の

定
義
は
な
く
、
公
共
団
体
と
民
間
企
業
が

共
同
し
て
出
資
し
た
株
式
会
社
を
、
い
わ

ゆ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
と
い
う
例
が
多
い
。

第
三
セ
ク
タ
ー
の
メ
リ
ッ
ト
は
種
々
あ

　る
が
、
公
共
性
と
採
算
性
が
両
立
す
る
と

い
う
点
に
大
き
な
特
色
が
あ
る
。
表
―
３

に
公
営
と
第
三
セ
ク
タ
ー
と
の
比
較
表
を

示
す
。

五
１
建
設
運
営
上
の
課
題

①
―
イ
ン
フ
ラ
部
の
道
路
区
域
の
決
定

　
一
般
的
に
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
は
、
道

路
の
中
央
に
設
け
ら
れ
る
の
で
、
道
路
区

域
内
に
あ
り
、
改
め
て
道
路
区
域
決
定
を

行
う
必
要
は
な
い
。

　
し
か
し
、
道
路
の
片
側
に
寄
っ
て
い
て
、

既
存
の
道
路
区
域
を
は
み
出
す
場
合
や
、

線
形
上
の
理
由
で
拡
幅
す
る
場
合
に
は
新

た
な
区
域
決
定
（
変
更
）
が
必
要
と
な
る
。

　
下
の
道
路
（
親
道
路
）
と
イ
ン
フ
ラ
部

　
（
子
道
路
）
と
は
一
体
的
で
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
が
、
地
形
上
そ
の
他
の
理
由
で
、

止
む
を
得
ず
子
道
路
単
独
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
、
河
川
、
公
園
等
の

公
共
施
設
で
、
公
的
管
理
者
に
よ
り
管
理

さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

②
―
側
方
余
裕
が
必
要

　
道
路
上
に
イ
ン
フ
ラ
構
造
物
を
築
造
す

る
と
き
、
そ
の
建
築
限
界
と
道
路
境
界
ま

で
の
水
平
距
離
は
、
一
般
軌
道
部
で
六
ｍ
、

駅
部
で
一
〇
ｍ
以
上
を
必
要
と
す
る
。
こ

れ
は
、
沿
道
建
物
に
対
す
る
道
路
空
間
で
、

良
好
な
る
環
境
の
保
持
お
よ
び
消
火
活
動

等
の
保
安
の
確
保
の
面
か
ら
定
め
ら
れ
て

い
る
。
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い

て
も
、
急
曲
線
部
や
駅
部
で
は
、
用
地
を

買
収
し
て
新
た
に
道
路
区
域
と
し
て
側
方

余
裕
を
確
保
し
て
い
る
。

③
―
イ
ン
フ
ラ
部
の
工
事
施
行
認
可

　
道
路
構
造
物
の
一
部
と
し
て
建
設
す
る

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
部
分
に
つ
い

て
、
軌
道
経
営
者
が
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル

等
の
車
両
が
安
全
に
走
行
す
る
場
合
の
安

全
度
の
確
認
の
た
め
に
、
工
事
施
行
認
可

を
受
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
軌
道
経
営
者
が
認
可
申
請
す
る
が
、
実

際
の
イ
ン
フ
ラ
部
の
設
計
・
工
事
は
、
道

路
管
理
者
が
行
っ
て
い
る
。

④
―
イ
ン
フ
ラ
部
の
維
持
修
繕

　
イ
ン
フ
ラ
部
は
道
路
法
上
の
道
路
そ
の

も
の
で
あ
る
が
、
軌
道
法
第
一
二
条
で
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表―3　公営と第三セクターの比較表
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「
軌
道
経
営
者
ハ
軌
条
間
ノ
全
部
及
其
ノ

左
右
〇
・
六
一
メ
ー
ト
ル
ヲ
限
り
道
路
ノ

維
持
及
修
繕
ヲ
為
ス
ベ
シ
」
と
な
っ
て
い

る
が
、
都
市
モ
ノ
レ
ー
ル
等
の
型
式
上
、

維
持
、
修
繕
の
範
囲
が
不
明
確
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
、
道
路
管
理
者
と
軌
道
経
営
者

が
、
維
持
管
理
協
定
を
結
び
、
明
確
に
す

る
必
要
が
あ
る
。
当
面
、
都
市
モ
ノ
レ
ー

ル
等
の
下
部
工
は
全
て
軌
道
経
営
者
が
維

持
修
繕
を
行
い
、
高
架
下
の
車
道
等
の
軌

道
経
営
者
が
管
理
す
る
こ
と
が
不
適
当
な

部
分
は
、
道
路
管
理
者
が
管
理
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
な
お
、
維
持
管
理
に
は
災
害
復
旧
は
含

ま
れ
ず
、
当
然
、
占
用
の
許
可
等
そ
の
他

の
管
理
は
、
道
路
管
理
者
が
行
う
べ
き
も

の
で
あ
る
。

⑤
―
経
営
収
支
の
た
め
の
方
策

　
特
許
申
請
に
お
け
る
収
支
に
つ
い
て

は
、
経
営
収
支
の
予
測
に
て
後
述
す
る
が
、

需
要
予
想
と
実
績
と
が
他
都
市
の
例
を
み

て
も
、
当
初
の
特
許
申
請
と
比
較
し
て
約

七
割
前
後
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。
そ
こ
で

経
営
収
支
の
改
善
策
と
し
て
、
次
の
こ
と

が
課
題
と
な
る
。

①
　
開
発
の
促
進
、
集
客
施
設
の
建
設
、

　
長
期
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に
よ
る
需
要

　
喚
起
策
。

②
　
イ
ン
フ
ラ
は
道
路
管
理
者
、
イ
ン
フ

　
ラ
外
は
軌
道
経
営
者
が
負
担
す
る
こ
と

　
に
な
っ
て
お
り
、
イ
ン
フ
ラ
外
の
コ

ス
ト
が
直
接
に
収
支
に
結
び
っ
く
た

め
、
イ
ン
フ
ラ
外
の
コ
ス
ト
の
低
廉
化

を
図
る
必
要
が
あ
る
。

表―4　モノレール、ガイドウェーシステム事業化路線の概要
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六
―
他
都
市
に
お
け
る
新
交
通
シ
ス

　
　
　
　
テ
ム
の
導
入
の
現
状
分
析

　
わ
が
国
に
お
い
て
、
軌
道
輸
送
シ
ス
テ

ム
を
事
業
化
し
た
路
線
を
表
―
４
に
示

す
。
導
入
の
理
由
と
し
て
は
、
次
の
分
類

と
な
る
。

①
大
都
市
近
郊
の
住
宅
地
と
鉄
道
間

　
巨
大
化
し
た
都
市
の
近
郊
に
お
い
て
、

大
規
模
宅
地
開
発
適
地
は
、
鉄
道
沿
線
に

は
な
い
た
め
、
遠
隔
地
化
し
て
き
た
た
め

の
交
通
手
段
。

②
大
規
模
港
湾
地
域
や
埋
立
地

　
埋
立
に
よ
り
大
規
模
に
開
発
さ
れ
た
低

コ
ス
ト
の
用
地
を
、
有
効
に
利
用
す
る
た

め
の
手
段
。

③
大
都
市
の
環
状
線

　
環
状
の
交
通
言
要
は
放
射
状
に
比
し
て

少
な
く
、
し
か
も
ト
リ
ッ
プ
長
が
短
い
た

め
、
鉄
道
よ
り
新
交
通
に
適
し
て
い
る
。

④
地
方
都
市
の
基
幹
シ
ス
テ
ム

　
需
要
量
や
財
政
力
の
両
面
で
、
地
下
鉄

導
入
が
困
難
な
地
方
都
市
の
骨
格
を
形
成

す
る
輸
送
シ
ス
テ
ム
。

⑤
空
港
ア
ク
セ
ス
交
通
機
関

　
大
都
市
の
近
郊
に
位
置
す
る
空
港
か

ら
、
都
心
ま
で
の
連
絡
輸
送
機
関
。

　
首
都
圏
に
お
い
て
も
、
表
―
４
の
外
に

も
今
後
、
新
規
に
導
入
さ
れ
る
こ
と
が
大

い
に
考
え
ら
れ
る
。

七
―
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン

　
　
　
　
建
設
の
意
図

　
昭
和
四
十
三
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
た
金

沢
地
先
埋
立
事
業
は
、
市
街
地
の
住
工
混

在
地
区
の
企
業
を
埋
立
地
に
移
転
し
、
公

害
の
な
い
近
代
的
な
企
業
団
地
を
建
設
し

て
き
た
。
そ
れ
と
同
時
に
豊
か
な
環
境
を

備
え
る
住
宅
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
横

浜
市
立
大
学
医
学
部
お
よ
び
付
属
病
院
、

大
規
模
臨
海
公
園
と
し
て
の
海
の
公
園
を

整
備
し
て
い
る
（
図
―
１
）
。

　
新
杉
田
～
金
沢
八
景
付
近
に
は
、
現
在

主
な
交
通
手
段
と
し
て
、
国
鉄
根
岸
線
、

京
浜
急
行
線
と
国
道
一
六
号
が
あ
る
。

　
京
浜
急
行
線
は
、
三
浦
海
岸
と
横
浜
市

南
部
地
域
の
住
民
を
、
横
浜
・
東
京
圏
へ

運
ぶ
通
勤
線
と
し
て
利
用
さ
れ
、
日
曜
祭

日
は
東
京
・
横
浜
の
人
々
を
三
浦
半
島
へ

運
ぶ
行
楽
線
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

図―1　金沢シーサイドライン路線図
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